
2９

永
青
文
庫
蔵
の
「
肥
後
国
絵
図
」
（
八
・
四
・
丙
九
町
一
は
、
Ｈ
そ
の
村
高
が
「
肥
後
国
郷
帳
」
高
と
一
致
琵
窪
、
口
一
国
一
城
制
以
前
の
城

難
推
描
写
さ
れ
て
い
る
、
日
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
一
一
）
肥
後
監
国
の
任
を
終
え
た
藤
堂
高
虎
が
肥
後
の
地
図
を
撹
え
て
上
洛
し
↓
一
座
、
な
ど

か
ら
慶
長
脇
嘩
絵
図
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
は
い
た
が
、
近
年
急
速
な
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て
、
慶
長
九
年
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
徴
せ
ら
れ
た

「
慶
長
国
絵
図
」
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
黒
田
日
出
男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
図
は
「
彩
色
が
薄
く
、
記
載
も
粗
略
な
趣

が
あ
っ
て
写
図
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
於
里
慶
長
図
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
郡
ご
と
の
「
郡
名
・
郡
高
・
田
方
・
畠
方
・
物
成
」
を
記

戦
し
て
い
る
と
い
う
。
而
し
て
こ
の
絵
図
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
寛
永
一
○
年
の
国
廻
り
上
使
の
肥
後
国
巡
見
に
際
し
て
作
ら
れ
た
（
あ
る

い
は
用
い
ら
れ
た
）
点
に
あ
る
と
い
う
。

寛
永
一
○
年
の
巡
見
使
派
遣
は
九
年
十
二
月
朔
日
諸
大
名
に
伝
達
さ
れ
た
が
、
藩
主
忠
利
は
正
月
十
七
日
に
は
仁
保
太
兵
衛
・
下
村
五
兵
衛

（
７
）

に
巡
見
使
の
接
待
を
命
じ
、
巡
見
使
に
国
絵
図
を
供
し
国
内
の
通
路
・
宿
泊
地
を
把
握
さ
せ
る
よ
う
次
の
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

一
、
日
本
国
国
廻
之
衆
御
出
之
由
就
夫
誰
々
九
州
へ
可
有
御
出
を
不
存
間
書
状
逸
候
豆
不
罷
成
候
其
元
一
一
其
方
を
付
置
候
通
申
候
間
此
国
之
絵
図

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）

「
慶
長
国
絵
図
」
と
慶
長
期
の
村
高
‐
１
１

松
本
寿
三
郎



さ
ら
に
国
絵
図
に
は
泊
り
の
個
所
に
押
紙
を
付
す
こ
と
を
指
摘
し
た
。

3０

二
月
二
六
日
に
も
城
織
部
に
宛
て
、
「
先
度
絵
図
之
織
被
仰
越
候
髪
元
御
通
之
道
筋
可
被
成
御
覧
と
九
州
之
絵
図
我
等
分
国
之
絵
図
懸
御
目
候

様
に
と
正
月
６
大
坂
一
一
人
を
付
温
申
候
咽
と
報
じ
て
い
る
の
で
、
国
絵
図
写
は
寛
永
一
○
年
正
月
中
に
完
成
し
て
巡
見
使
に
供
せ
ら
れ
た
と
い

と
報
じ
て
い
る
。

こ
の
条
に
よ
れ
ば
国
絵
図
は
巡
見
使
に
宿
泊
所
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
文
面
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
絵
図
写
は
ま
だ
完
成
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
正
月
十
八
日
久
具
因
幡
守
か
ら
巡
見
使
の
国
分
け
が
報
ぜ
ら
れ
、
九
州
国
廻
り
の
巡
見
使
に
は
小
出
対
馬
守

・
城
織
部
・
能
勢
小
十
蝋
哩
一
一
名
が
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
が
、
早
速
二
月
十
八
日
城
織
部
宛
て
の
書
状
で
は
絵
図
の
軍
＃
一
大
坂
に
上
せ
た

敷
へ
可
有
御
尋
候

一
、
国
之
絵
図
二
押
紙
二
而
泊
を
付
．

而
一
両
日
跡
６
可
遺
候
可
得
其
意
候

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

懸
御
目
先
一
通
り
御
と
ま
り
一
一
可
成
所
書
付
国
之
絵
図
懸
御
目
候
此
と
ま
り
よ
り
ワ
き
／
、
へ
御
出
候
儀
其
所
へ
無
御
出
候
ハ
、
其
元
一
一
て
御
思

案
も
参
か
ね
可
申
候
間
不
及
得
御
意
候
先
一
通
国
之
内
御
通
候
筋
不
被
仰
越
候
ヘ
ハ
寓
事
御
不
自
由
に
て
其
上
め
し
な
と
た
へ
可
申
様
も
田
舎
儀

二
而
御
坐
候
得
は
風
情
も
無
御
坐
候
間
兼
而
得
御
意
候
由
可
申
候
事

絵
図
之
儀
承
候
絵
図
な
く
候
て
ハ
成
間
敷
と
存
肥
後
一
国
之
絵
図
九
州
之
絵
図
共
ニ
ニ
ッ
は
や
疾
大
坂
へ
上
せ
置
申
候
間
大
坂
一
一
て
拙
者
蔵
屋

国
之
絵
図
二
押
紙
二
而
泊
を
付
申
候
九
州
へ
御
廻
候
衆
知
候
者
一
と
ま
り
も
御
迎
二
可
参
候
因
幡
殿
へ
尋
申
候
ハ
、
知
可
申
候
絵
図
之
儀
写
候



飽
田
郡
高
五
万
千
三
拾
三
石
余

－３１－

』
え
ス
》
・

細
川
忠
利
の
肥
後
拝
領
は
寛
永
九
年
一
○
月
四
日
で
あ
り
、
一
二
月
九
日
肥
後
に
入
国
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
足
ら
ず
の
間

に
新
た
に
国
絵
図
を
作
成
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
に
写
さ
れ
た
国
絵
図
は
前
主
加
藤
氏
の
作
成

に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
国
絵
図
は
八
代
に
在
城
し
た
忠
興
の
求
め
に
応
じ
て
六
月
九
日
に
届
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
当
国
之
絵
図
肥
後
方
６
上
様
へ
被

差
上
候
一
一
而
御
坐
候
御
写
さ
せ
可
被
成
候
誕
と
し
、
忠
興
は
早
々
に
こ
れ
を
写
さ
せ
六
月
十
六
日
に
は
忠
利
に
返
却
し
た
が
、
こ
の
折
に
八

代
城
の
位
置
に
つ
い
て
「
一
、
当
地
城
之
在
所
運
申
候
、
姿
嶋
之
古
城
之
所
二
城
形
書
而
御
入
候
間
、
只
今
城
之
在
之
徳
測
へ
絵
図
書
か
へ
さ

せ
申
候
、
急
用
所
可
在
之
候
、
写
出
来
次
第
持
せ
進
之
院
）
と
述
べ
、
国
絵
図
の
八
代
城
が
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
地
震
で
崩
壊
し
た
麦

島
の
古
城
跡
に
描
か
れ
て
い
る
処
か
ら
、
移
建
さ
れ
た
徳
測
（
松
江
）
に
書
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

右
の
寛
永
一
○
年
の
巡
見
使
関
連
史
料
か
ら
こ
の
国
絵
図
は
少
な
く
と
も
加
藤
肥
後
守
代
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も

寛
永
九
年
か
ら
一
○
年
九
月
ま
で
藩
主
忠
利
は
熊
本
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
城
織
部
と
の
対
応
や
忠
興
へ
の
国
絵
図
の
提
供
な
ど
か
ら
み
て
、

国
絵
図
は
熊
本
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
は
加
藤
氏
か
ら
引
継
い
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
慶
長
国
絵
図
」
に
は
肥
後
国
中
の
郡
高
・
田
方
・
畠
方
・
物
成
と
村
高
お
よ
び
主
要
街
道
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
郡
高
・
田
方
・
畠
方
．

「
慶
長
国
絵
図
」
に

物
成
は
加
藤
領
の
場
合

物
成
三
万
四
千
百
四
拾
六
石
余

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

田
方
弐
千
八
百
六
町
七
反
余

畠
方
弐
千
六
百
四
拾
六
町
壱
反
余



－３２－

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

の
よ
う
に
石
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
相
良
領
求
麻
郡
や
寺
沢
領
天
草
郡
で
は
斗
以
下
合
ま
で
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
今
各
郡
の
高
・
田

方
・
畠
方
・
物
成
を
示
せ
ば
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
若
干
の
写
し
誤
ま
り
が
あ
る
。
本
稿
の
基
礎
的
史
料
で
も
あ
る
の
で
最
初

に
誤
ま
り
の
部
分
を
訂
正
し
、
空
白
の
部
分
に
推
定
値
を
挿
入
し
て
完
全
な
表
と
し
て
お
き
た
い
（
第
二
表
竜

仙
山
本
郡
高
を
三
万
三
五
七
六
石
と
す
る
が
、
村
高
の
集
計
は
一
万
七
三
八
七
石
で
あ
り
、
こ
の
額
は
他
の
殆
ん
ど
の
郡
高
が
一
致
す
る

（
胸
）

「
寛
永
郷
帳
」
高
と
一
致
す
る
。
何
故
三
万
三
五
七
六
石
と
記
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
「
肥
後
郡
別
石
高
帳
」
で
も
山
本
郡
高
を
一
二
万
三
五
七
六

第一表慶長国絵図高

第二表慶長期の郡高（推定）

郡 高 物成 田方 畠方

院庫郡

飽田郡

認
識

山
合

菊池郡

石19.088

51,033

33,576

34.691

260463

9,834石

340146

14.945

15.432

1.004.1町

2,806.7

3,576

875.2

1.170.9町

2,646.1

2.894.1

3.931.6

唖
》
》
》
》

調
沼
弘
溺
配１

蝿
”
配
四
羽

１
９
６
７
４

14,975

47,043

20,608

14,493

64.324

3.866.5

4.450.5

2.485.8

1.528.6

6.397.5

2,894

3.435.9

4,550.3

1,073.2

7.421.8

八代郡

芦北郡

求麻郡

天草郡

２
７
９
３

４
１
１
３

”
鍵

８
５

017.192

846.81

25,734

7.,207

50442.006

120190.662

2.645

1.191

940

2.232

1９

２６

５
５
娼
姐

８
４
３
０

８
１
０
１

７
７
７
７

０
１ １

７

3004

2007

郡 高 物成 田方 畠方

院摩郡

飽田郡

山本郡

識
趣

合
菊

19.088石

51.033

170387

34.691

26.463

9.834石

34.146

8.700

15.437

14,975

町１
７
８
２
０

皿
班
皿
妬
翠

１
２
１

1,970.9町

2,646.1

1,274

3.931.6

1.673.6

郵
認
錘
郷

》
宇
益

山
玉

調
沌
瓢
溺
羽１

躯
”
泌
的
調

１
９
６
７
４

鰹
〃
鋤
Ｍ
“

姉
唖
班
蝿
狸

１
４
２
１
６

調
印
砺
配
”

９
４
４
５
３

６
４
８
６
５

１
３
４
１
７

９
３
２
８

噸
怨
知
噸
廻

八代郡

芦北郡

求麻郡

天草郡

２
７
９
３

４
１
１
３

師
認
町
班

変
７
５
２１

油
”
蝿
伽

2.645

1.191

９４０

2.232

５
５
４
４

1.788

714

703

710

１
７
３
２



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

②
山
本
郡
の
物
成
高
一
万
四
九
四
五
石
は
郡
高
一
万
七
三
八
七
石
の
八
五
・
九
％
に
当
る
。
他
郡
の
平
均
は
五
○
％
程
度
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

物
成
額
は
不
当
に
高
い
、
推
定
八
七
○
○
石
程
度
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
郡
別
石
高
帳
」
で
は
隣
接
す
る
山
本
郡
・
山
鹿
郡
・
菊
池
郡
の
三

郡
の
物
成
を
一
万
四
九
七
五
石
と
す
る
。
写
し
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。

石
と
し
、

」
あ
↓
つ
』
フ
。

第三表正保郷帳の田高・畠高

－３３－

こ
れ
は
同
書
で
は
山
鹿
郡
高
と
同
じ
で
あ
る
。
隣
り
合
せ
に
あ
る
山
鹿
郡
と
山
本
郡
の
位
置
、
名
称
の
類
似
性
が
誤
ま
り
の
原
因
で

正保郷帳田高・畠高から推定第四表

田方 畠方

詫醸記

飽田郡

山本郡

識
御

合
菊

1,003町

20929.5

８１１．８

９１０．８

1.368.3

1,174.5町

2,646.3

1.274.0

3.960.0

1.673.6

山鹿郡

玉名郡

阿蘇郡

宇土郡

益城郡

１
４
２
１
６

９
１
９
８
７

５
０
９
８
５

９
５
３
５
５

６
１
５
０
５

１
３
４
１
７

０
８
５
８
６

０
１
０
０
５

６
３
３
１
４

０
８
６
８
８

八代郡

芦北郡

求麻郡

天草郡

2,759.2

1.195.9

1,625.5

530.6

郷帳高 田高 畠 高 その他

院摩郡

飽田郡

山本郡

識
御

合
菊

19,088.236石

51.033.482

17,387.1‘

34,691.18

26,463.26

12,040.622石

35,155.433

9,742.18

10,930.52

16.420.538

7,047.614石

15.878.049

7,644.92

23.760.66

10.042.722

岬
》
》
》
》

３
３
４
５

３
７
５
２

123

逓
幻
銅
叩
調

１
９
６
７
４

968

902

302

585

038

銅
製
羽
廻
沌

516

014

794

056

691

型
理
唖
皿
”

９
９
５
１
２

６

“

即
躯
理
函
沌

弘
沌
師
別
調

７
３
１
５
６

八代郡

芦北郡

求麻郡

天草郡

２
７
２
７

４
１
２
３

877.46

534.56

165

409.252

３
４
４
８

３
１
１
２

111

351

418

509

709

187

346

966

９
３
６
４

芯
哩
唖
祇

751

373

654

871

10064

4.132.465



肥後国郷村帳高

3４

側
菊
池
郡
の
物
成
、
「
郡
別
石
高
帳
」
に
よ
り
一
万
四
九
七
五
石
を
補
う
。
前
述
の
よ
う
に
山
鹿
郡
と
同
額
と
な
る
。
「
筑
紫
古
文
評
岳
で
は
一

万
四
一
一
七
五
石
と
す
る
が
、
一
応
こ
の
数
と
す
る
。

⑤
菊
池
郡
の
田
方
、
第
四
表
に
よ
り
一
三
六
八
町
・
畠
方
一
六
七
三
町
を
補
う

⑥
山
鹿
郡
の
田
方
、
第
四
表
に
よ
り
一
九
五
九
町
・
畠
方
一
六
○
○
町
と
訂
正
。

「
国
絵
図
」
郡
高
を
郷
帳
高
と
比
較
す
る
と
、
郡
高
で
は
益
城
郡
高
が
「
寛
永
郷
帳
」
と
異
な
る
。
「
石
高
帳
」
「
正
保
郷
牒
」
・
と
も
一
二
万
三
四

三
三
石
余
と
す
る
の
に
、
「
寛
永
郷
睡
だ
け
が
一
二
万
四
四
七
一
石
余
と
し
一
○
三
八
石
多
い
。
そ
の
結
果
は
第
五
表
の
如
く
肥
後
国
郷
村
帳

高
は
五
一
一
万
九
一
一
九
石
四
斗
一
升
四
合
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
慶
長
拾
二
年
六

七
四
町
余

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

③
山
本
郡
の
田
方
を
三
五
七
六
町
、
畠
方
を
二
八
九
四
町
余
と
す
る
。
こ
の
面
戟
は
郡
高
五
万
一
○
一
二
三
石
の
飽
田
郡
よ
り
大
き
い
。
「
国
絵

図
」
高
と
郡
高
が
同
じ
「
正
保
郷
癖
番
に
は
田
高
・
畠
高
の
別
が
出
て
お
り
、
（
第
三
表
）
、
こ
の
田
高
・
畠
高
か
ら
逆
算
し
た
も
の
が
第
四
表
で

あ
る
。
田
高
の
平
均
を
中
田
反
当
一
石
一
一
斗
、
畠
方
の
平
均
を
下
畠
六
斗
に
置
い
て
逆
算
し
た
が
、
こ
の
結
果
不
当
に
高
い
数
値
が
出
て
い
る

山
本
郡
・
山
鹿
郡
の
数
値
が
訂
正
さ
れ
、
空
白
で
あ
っ
た
菊
池
郡
の
田
方
・
畠
方
が
推
定
で
き
た
。
山
本
郡
の
田
方
八
一
一
町
余
、
畠
方
一
二

第五表

月
拾
五
日
付
の
「
大
名
石
高
癖
号
に
は
軸
健
四
五
拾
壱
万
九
千
八
百
九
拾
壱
石

励
珊
ゼ
万
七
千
七
拾
壱
石
壱
斗
賀
藤
肥
偽
舗
殿
と
あ
っ
て
寛
永
郷
帳
よ
り

一
○
一
一
一
八
石
少
く
益
城
郡
は
一
一
一
万
三
四
一
二
一
一
一
石
余
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。
こ
の
高
は
「
正
保
郷
牒
」
に
は
受
け
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
肥

後
国
の
郷
帳
高
を
細
川
氏
入
国
直
後
の
「
寛
永
郷
帳
」
は
五
二
万
九
二
九
石
四

斗
一
升
四
合
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
は
誤
ま
り
で
、
慶
長
国
絵
図
以
来
五

一
万
九
八
九
一
石
四
斗
一
升
五
合
が
正
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

郡 名 石高

飽田郡

詫摩郡

宇土郡

益城郡

八代 郡

芦北郡

山本 郡

玉名郡

山鹿.郡

菊池郡

合志郡

阿蘇 郡

51,033.482石

19,0886236

25.709.585

124,471.379

42.877.46

17,534.56

17.387.1

73.927.902

33,116.968

26.463.26

34.691.18

54628..302

計 520.929.414



例
外
の
一
つ
は
村
名
を
記
し
な
が
ら
村
高
を
記
し
て
な
い
場
合
で
、
宇
土
郡
古
保
里
ノ
内
町
村
、
同
郡
栗
崎
、
伊
無
田
、
山
鹿
郡
津
袋
、
山

本
郡
慈
音
寺
の
五
例
で
、
恐
ら
く
は
表
記
洩
れ
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
も
う
一
つ
「
国
絵
図
」
と
「
郷
帳
」
と
の
村
切
り
の
変
化
か

ら
生
じ
た
村
高
の
変
化
で
あ
り
そ
の
間
に
「
国
絵
図
」
の
村
か
ら
「
郷
帳
」
の
村
へ
の
時
代
的
推
移
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
国
絵
図
」
の

合
志
郡
上
庄
一
七
六
九
石
は
「
郷
帳
」
で
は
一
○
九
九
石
弐
升
四
合
八
勺
の
上
庄
村
と
五
百
七
拾
石
三
斗
七
升
三
合
の
上
庄
村
に
二
分
さ
れ
、

同
郡
下
庄
一
八
三
六
石
は
下
庄
原
ロ
村
五
六
四
石
余
、
大
池
村
八
○
石
余
、
平
鴫
村
三
八
○
石
余
、
野
付
三
一
九
石
余
、
油
古
閑
三
○
五
石
余

鹿
水
一
七
二
石
余
の
六
村
に
分
れ
て
い
る
。
上
庄
村
は
「
正
保
郷
牒
」
で
再
び
統
合
さ
れ
て
い
る
が
、
下
庄
六
ヶ
村
は
分
割
さ
れ
た
ま
ま
後
代

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

と
す
る
。
而
し
て
細
川
領
十
二
郡
の
高
は
「
御
代
々
様
御
代
替
二
付
、
御
判
物
帳
被
指
上
候
節
之
高
齢
）
で
あ
っ
た
。
判
物
帳
の
高
は
寛
永
郷

帳
で
は
な
く
慶
長
国
絵
図
高
Ｉ
慶
長
郷
帳
高
で
あ
っ
た
。

「
慶
長
国
絵
図
写
」
の
村
高
と
「
寛
永
郷
帳
」
の
村
高
を
比
較
し
て
み
る
と
、
細
川
領
十
二
郡
に
お
い
て
は
活
亀
と
池
亀
村
（
上
が
絵
図
下
が

郷
帳
、
以
下
同
じ
）
是
重
と
惟
重
村
、
開
と
平
木
村
、
舞
野
尾
と
舞
尾
村
、
秋
原
と
萩
原
村
、
松
ノ
平
と
松
野
村
な
ど
の
如
く
同
じ
村
を
表
現

し
て
い
る
の
に
文
字
を
違
え
た
り
写
し
違
え
た
り
、
村
高
も
二
百
石
を
三
百
石
と
誤
っ
た
り
す
る
単
純
ミ
ス
の
ほ
か
は
次
に
掲
げ
る
例
外
を
除

け
ば
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
と
云
っ
て
よ
い
。

這
塚
し
ら
へ
郡
府
旧
誕
は
肥
後
国
の
高
を
合
五
拾
六
万
三
千
八
百
五
拾
弐
石
七
斗
壱
升
壱
合
と
し
、
そ
の
内
訳
を

一
高
五
拾
壱
万
九
千
八
百
九
拾
壱
石
四
斗
壱
升
五
合

肥
後
之
内
球
磨
・
天
草
を
除
十
二
郡
高

一
同
四
万
三
千
九
百
六
拾
壱
石
弐
斗
九
升
六
合

球
磨
・
天
草
郡
高

－３５－



3６

収
は
二
度
な
さ
れ
て
い
る
。

の
検
地
帳
作
成
に
な
る
慶
長
九
年
の
御
前
帳
で
あ
り
、
も
う
一
度
は
天
正
十
九
壁

た
。
肥
後
加
藤
領
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
欠
年
書
偽
俸
天
正
十
九
年
御

第六表合志郡上庄・下庄の村高

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）

尚
々
長
の
か
き
様
万
藤
兵
へ
か
た
よ
り
具
二
可
申
下
候
、
長
の
ひ
や
う
し
ハ
此
方
一
一
て
さ
せ
候
間
其
ま
ま
の
ほ
せ
候
へ
く
候
右
之
通
一
一

長
を
か
た
め
候
て
高
頭
お
お
く
候
共
く
る
し
か
ら
す
候
其
通
仕
候
て
上
可
申
候
（
略
）

（
松
本
）

に
至
っ
た
。
こ
の
六
ヶ
村
は
慶
長
九
年
九
月
の
「
検
地
帳
」
の
村
で
あ
り
、
ま
た
以
後
統
合

す足不

れ
た
こ
と
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
一
八
三
六
石
の
下
庄
（
村
）
は
分
割
前
の
村

８ｍ

記
録
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
国
絵
図
」
は
丁
度
分
割
前
の
下
庄
（
村
）
を
捉
え
て
い

３妬

の
で
あ
る
。
合
志
郡
上
庄
（
村
）
・
下
庄
（
村
）
に
お
け
る
「
国
絵
図
」
の
村
高
と
「
郷

抑
帳
」
の
村
高
の
相
違
が
写
し
誤
ま
り
や
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
村
域
の
変
化
（
村

と泥
切
り
の
相
違
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
第
六
表
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
。
即
ち
「
国

９郡
絵
図
」
に
お
け
る
村
域
・
村
高
も
正
し
く
、
「
郷
帳
」
に
お
け
る
村
域
・
村
高
も
正
し
い
も

８
，

２Ｌ
の
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
合
志
郡
上
庄
（
村
）
・
下
庄
（
村
）
に
お
い
て
は
慶
長
年
間

は鍬
に
一
一
つ
の
村
高
が
存
在
し
、
そ
の
前
後
関
係
を
想
定
す
る
と
き
、
「
国
絵
図
」
の
村
高
が
分

蔀
１

さ
れ
て
「
郷
帳
」
の
村
高
へ
移
行
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
而
し
て
「
郷
帳
」
の
村

睡
高

慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
烏
程
あ
る
か
ら
、
「
国
絵
図
」
の
村
高
は
そ
の
以
前
の
村
高
と

の癖
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

唾
乱

で
に
先
筆
樫
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
慶
長
期
以
前
に
お
い
て
御
前
帳
徴

収
は
一
一
度
な
さ
れ
て
い
る
。
一
度
は
肥
後
国
各
地
の
検
地
帳
が
残
存
す
る
慶
長
九
年
九
月

Ｆ
で
あ
り
、
も
う
一
度
は
天
正
十
九
年
五
月
三
日
秀
吉
に
よ
る
御
前
帳
徴
収
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

、
、
次
の
欠
年
書
偽
嘩
天
正
十
九
年
御
前
帳
作
成
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

国絵図の村高 寛永郷帳の村高

上庄 1,769石

’
村
村

庄
庄

上
上

1,199.0248石

570.373

下庄 1.836 下庄原ロ村

村
村
付
・
閑
水

池
嶋
古

大
平
野
油
鹿

〃
″
〃
″
〃

564.6066

80.6037

380.5607

319.0567

305.8164

172.0531



「
拝
領
の
内
検
地
帳
を
写
し
上
け
候
へ
と
仰
出
さ
れ
候
、
田
畠
の
畝
菰
り
は
当
検
地
帳
た
る
へ
く
候
、
斗
代
の
種
り
は
前
の
検
地
帳
た
る
へ

く
候
」
、
さ
ら
に
「
帳
の
表
紙
は
此
方
二
て
さ
せ
候
間
、
其
ま
ま
上
せ
候
へ
く
候
」
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
検
地
帳

Ｉ
御
前
帳
が
提
出
さ
れ
た
の
か
は
、
現
物
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
森
山
恒
雄
鳥
嘩
当
検
地
帳
と
前
検
地
帳

に
着
目
し
、
天
正
十
七
年
菊
池
郡
検
地
帳
に
み
ら
れ
る
「
御
本
帳
」
が
天
正
十
六
年
検
地
帳
で
あ
り
、
慶
長
九
年
九
月
検
地
と
合
致
す
る
と
し

て
、
天
正
十
六
年
「
上
使
衆
検
地
」
Ｉ
「
御
本
帳
」
Ｉ
「
前
の
検
地
帳
」
Ｉ
「
慶
長
九
年
九
月
検
地
」
の
図
式
を
提
示
し
、
慶
長
九
年
九
月
検

地
帳
高
が
徳
川
家
康
の
「
御
前
帳
」
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
天
正
十
六
年
上
使
衆
検
地
で
決
定
し
た
高
は
豊
臣
期
で
は
公
式
高

と
な
り
得
な
か
っ
た
と
す
る
。

天
正
十
九
年
御
前
帳
の
村
高
が
天
正
十
六
年
上
使
衆
検
地
に
よ
っ
て
決
定
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
上
使
衆
検
地
が
秀
吉
の
家
臣
を
派
遣
し

て
行
な
っ
た
と
い
う
検
地
の
公
的
性
格
か
ら
云
っ
て
当
然
で
あ
る
。
因
み
に
天
正
十
七
年
に
清
正
が
行
な
っ
た
菊
池
郡
・
山
鹿
郡
の
検
地
は
内

検
で
あ
り
、
私
検
地
で
あ
る
か
ら
、
公
検
地
た
る
上
使
衆
検
地
に
代
っ
て
御
前
帳
の
台
帳
た
り
得
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
結
果
的
に
見
て
森

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

態
申
遣
候
、
冊
御
蔵
入
之
米
ハ
、
金
ぎ
ん
一
一
し
ろ
か
へ
候
て
、
半
分
上
候
へ
と
御
意
二
候
間
、
く
ま
も
と
の
蔵
二
在
之
は
か
り
の
こ
し
お
き
、
其
ほ

か
ハ
何
も
う
ミ
は
た
へ
可
出
候
、
八
月
以
前
一
一
う
り
候
間
、
其
御
心
へ
尤
二
候
、
又
は
い
り
や
う
之
内
、
け
ん
ち
長
を
う
つ
し
あ
け
候
へ
と
被
仰
出

候
、
田
は
た
の
せ
つ
も
り
ハ
、
当
け
ん
ち
長
た
る
へ
く
候
、
斗
代
の
つ
も
り
ハ
、
ま
へ
の
け
ん
ち
長
之
こ
と
く
た
る
へ
く
候
、
其
心
へ
候
て
、
よ
き

物
か
き
一
一
か
か
せ
候
へ
く
候
、
斗
代
付
之
所
を
、
一
向
給
人
へ
も
し
ら
せ
候
事
ハ
無
用
一
一
候
、
物
を
か
き
候
物
共
を
あ
つ
め
候
て
、
其
方
お
も
て
に

て
、
人
い
れ
す
二
か
か
せ
候
へ
く
候
、
か
し
ぐ
、

下
川
又
左
衛
門

主
計
頭清

正

－３７－



3８

「
国
絵
図
」
高
し

合
に
限
ら
れ
る
。

合
志
郡
上
・
下
庄
（
村
）
で
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
上
使
衆
検
地
高
が
郷
帳
に
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
現
存
す
る
慶
長
九
年
九
月

の
検
地
帳
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
ま
ず
上
庄
（
村
）
の
場
合
、
国
絵
図
の
一
七
六
九
石
余
が
、
㈹
上
庄
村
二
九
九
石
二
升
四
合
八
勺
と
⑧
上

庄
村
五
七
○
石
三
七
三
石
に
一
一
分
さ
れ
て
い
る
。
㈲
上
庄
枢
は

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

山
氏
の
上
使
衆
検
地
Ｉ
慶
長
九
年
九
月
検
地
説
は
誤
ま
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
ず
は
慶
長
九
年
九
月
検
地
高
は
慶
長
九
年
御
前
帳

高
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
同
時
に
撰
進
さ
れ
た
「
慶
長
国
絵
図
」
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

今
こ
こ
で
問
題
と
す
る
「
慶
長
国
絵
図
写
」
は
前
述
の
よ
う
に
益
城
郡
高
お
よ
び
合
志
郡
上
庄
（
村
）
・
下
庄
（
村
）
高
に
お
い
て
「
郷
帳
」

高
と
異
な
り
、
し
か
も
そ
れ
は
単
な
る
誤
写
や
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
把
握
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
「
慶
長
国
絵
図
一
言
は
慶
長
九
年
御
前
帳
に
伴
な
う
「
慶
長
国
絵
図
」
の
写
し
で
は
な
く
、
別
の
「
国
絵
図
」
の
写
し
と
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
肥
後
の
「
慶
長
国
絵
図
写
」
は
前
述
の
よ
う
に
様
式
・
記
戦
内
容
な
ど
完
壁
で
は
な
い
け
れ
ど
も
慶
長
国
絵
図
の
要
件
を
備
え
て
い

る
が
、
郡
高
・
村
高
の
記
載
に
は
よ
り
以
前
の
姿
を
止
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ｐ

も
し
仮
に
天
正
十
九
年
御
前
帳
に
伴
な
う
国
絵
図
の
撰
進
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
「
国
絵
図
」
写
は
天
草
郡
領
主
を
寺
沢
志
摩
守
と
し

て
い
る
点
か
ら
も
、
天
正
期
で
は
な
く
慶
長
期
の
国
絵
図
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
天
正
十
九
年
御
前
帳
に
は
国
絵
図
は
随
伴

せ
ず
、
郡
ご
と
の
絵
図
が
提
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
天
正
御
前
帳
ま
で
糊
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
慶
長
九
年
九

月
検
地
高
以
前
の
公
称
村
高
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
天
正
十
六
年
上
使
衆
検
地
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
森
山
氏
の
分
析
に
な
る
菊
池
郡
に
お

い
て
は
確
か
に
上
使
衆
検
地
高
Ｉ
御
本
帳
高
Ｉ
郷
帳
高
の
図
式
が
成
立
っ
た
し
、
他
の
郡
村
で
も
「
国
絵
図
」
村
高
Ｉ
「
郷
帳
高
」
が
成
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
使
衆
検
地
高
が
「
御
前
帳
」
高
と
し
て
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
郷
帳
高
」
に
踏
襲
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

「
国
絵
図
」
高
と
「
郷
帳
高
」
に
相
違
が
現
わ
れ
る
た
め
に
は
、
「
国
絵
図
」
の
基
準
と
な
っ
た
村
高
が
「
郷
帳
高
」
に
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
場



と
こ
ち
ら
は
畠
と
屋
敷
だ
け
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
屋
敷
登
録
人
・
名
請
人
の
耕
地
は
双
方
に
含
ま
れ
、
何
ら
分
村
の
必
然
性
は
認
め
ら
れ
な

い
。
強
い
て
二
村
に
分
っ
に
は
、
㈲
上
庄
村
分
米
約
一
二
○
○
石
、
⑧
上
庄
村
約
一
○
○
町
、
分
米
五
七
○
石
と
い
う
知
行
配
分
上
の
問
題
が

考
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
慶
長
九
年
九
月
の
他
の
検
地
帳
に
は
知
行
人
別
の
検
地
帳
が
作
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
ま
た
前
述
の
御
前

帳
作
成
の
指
令
に
は
わ
ざ
わ
ざ
「
斗
代
付
之
所
を
、
一
向
給
人
へ
も
し
ら
せ
候
事
ハ
無
用
一
一
篠
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
殆
ん
ど
考
慮
の

余
地
は
な
い
、
㈲
上
庄
村
郷
帳
高
の
分
割
に
は
種
極
的
な
理
由
は
見
当
ら
な
い
。

下
庄
村
一
八
三
六
石
は
原
口
村
以
下
六
椎
樫
分
割
し
だ
が
、
こ
の
村
々
は
以
後
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
経
営
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

に
新
た
な
村
切
り
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
旧
来
の
郷
庄
的
支
配
か
ら
近
世
的
村
落
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
但
し
分
村
の
過
程
の
中
で
一
三
石
余
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
下
庄
村
で
は
「
国
絵
図
」
高
は
郷
庄
的
把
握
の
村
で
あ
り
、
「
郷

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

と
田
畠
を
含
む
の
に
対
し
、
⑧
上
庄
林
蝉

畠
方
高
合
百
三
拾
町
六
段
六
畝
五
歩

分
米
八
百
五
石
三
斗
弐
升
弐
合

二
口
合
千
百
九
拾
九
石
弐
升
四
合
八
勺

田
方
高
合
三
拾
壱
町
八
段
八
畝

分
米
三
百
九
拾
三
石
七
斗
弐
合
八
勺

佃
方
届
敵
方
高

△
ロ
九
拾
九
町
六
段
四
畝
拾
五
歩

分
米
五
百
七
拾
石
三
斗
七
升
三
合

3９



と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

却
帳
高
」
の
村
々
は
近
世
的
な
村
切
り
を
経
た
村
落
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
問
題
な
の
は
「
国
絵
図
」
の
郡
高
と
「
郷
帳
」
の
郡
高

と
は
、
分
村
に
よ
る
一
一
一
一
石
余
の
減
少
に
も
拘
わ
ら
ず
同
一
の
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
、
逆
に
み
れ
ば
上
庄
・
下
庄
両
村
は
分
村
し
て
も

郡
高
（
も
し
く
は
村
々
の
高
の
ト
ー
タ
ル
）
に
お
い
て
は
変
動
が
な
か
っ
た
た
め
に
分
村
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
細
川
領
初
期

に
行
な
わ
れ
た
地
磯
鰐
、
村
高
を
固
定
し
た
ま
ま
耕
地
の
実
態
を
把
握
し
、
農
民
の
不
公
平
感
を
除
去
す
る
方
法
を
取
っ
た
が
、
下
庄
村
に
お

け
る
分
村
は
元
村
の
村
高
を
六
村
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
の
実
態
に
則
し
た
分
村
の
高
を
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
郷
庄
的
村
落
の
近
世
村
落
へ
の
編
成
替
え
は
慶
長
十
三
年
検
地
で
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
が
、
下
庄
（
村
）
の
分
割
は
近
世
的
分
村
の
は
し
り

「
国
絵
図
」
高
は
肥
後
細
川
領
で
は
「
正
保
国
絵
図
」
Ｉ
「
正
保
郷
牒
」
に
受
け
継
が
れ
、
「
寛
文
朱
印
留
」
に
継
承
さ
れ
て
表
高
（
郷
高
）
と

し
て
機
能
し
た
が
、
寛
文
の
判
拠
蝿

と
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
目
録
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
細
川
領
の
肥
後
国
高
は
五
一
万
九
八
九
一
石
四
斗
余
で
あ
っ
て
、
「
寛
永
郷

帳
」
の
五
二
万
九
二
九
石
四
斗
余
で
は
な
い
、
そ
の
相
異
は
益
城
郡
高
に
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

肥
後
国
五
拾
壱
万
九
千
石
余
、
豊
後
国
直
入
・
大
分
・
海
部
三
郡
之
内
弐
万
石
余
、
都
合
五
拾
四
万
石
沌
録
睡
事
、
任
寛
永
十
一
年
八
月
四
日
先
判

之
旨
、
充
行
之
詑
、
全
可
領
知
之
状
如
件

、
充
行
之
詑
、
全
可
領
知

寛
文
四
年
四
月
五
日
御
判

肥
後
侍
従
と
の
へ

鉦
者飯

高
七
兵
衛



表 草

ｅ

ｌ
尋
Ｉ

里巡画

村

肥後圃鈴園 正鯛巳胤国霞 鋼子 301 722 300.366 津 囲 351 230 404.903 赤 崎 2６ 965

富岡（福路） 129.260 106.556 大浦 400092 499.826 立 原 1239１０ 120.707 浦 188609

志 岐 １，６９３．６０６ 1.509221 本 砥 2.536919 碇 石 １１０ 430 ５６．７２３ 棚 底 1.138.342 543863

上i幸深江 130.157 160264 楠 禰 267885 481.601 鬼 木 386230 富 田 282749

坂瀬川 369.564 495675 教 良 木 646846 S4７ 315 宮地岳 554230 606.982 古 江 231230

瀧川内 321 520 楠 浦 481 733 335059 板ノ河内 9０ 695 ８７．１３１ 湯艦原 358094

城木場 330099 立ノ浦 115162 5７ 246 今 96.123 思 場 ３１３ 862

上野原 381 403 宮 地 １０５０８ 234犬寧200３１７ 益田 195.718 １１６．０９１ 打 田 １９８ 256

井 戸 749908 小宮地 881 ８７８ 河内浦 811.459 栖 本 ２．３１２．８１７

内 野 10638.382 下内野439945 大 多 尾 380.349 雄．130０６７ 壱町田 678999 河 内 314.252

江
一

一 381 504 下 大 多 尾 103 531 内野河内 378.370 383807 大河内 48.586

引坂 128783 北高根 1０４ ３１８ 今 泉 356593 上砥岐 1.004.643

鬼池 744.420 611 ０４２ 中 田 207.850 170440 合 津 309538 下砥岐 5７８．２１

御 領 1.244.322 1.331 659 松 崎 5７ 408 上 １．４１４ 769 高 根 313.996

小串 235766 西 海 根 7５ 501 中 ８６７ 838 下 沌 9８．５５８

佐伊津 781.670 1.312710 宮ノ河内 120.460 180178 大矢野 2.051.925 下 田 ４１７ 319

茂木根 9８ 713 上 平 浦 9２ 709 登 立 821.698 小 島 7８ 051

広 瀬 132085 下 平 浦 126４２６ 阿 疎 １１４ 127 今 富 403811

本 泉 9５ 679 広 浦 229.749 牟 田 ４３ 133 崎ｉ傘 154526

下河内 104423 深 海 60.724 61.907 永目 9６ 642 佐 志 謝 539.616

掛近 ３１ 676 赤 海 72.570 洩毎５２ 043 姫ノ棚 １２５ 449 、 湖 4４ 635 6３．２９３

新体 8６ 090 山野浦 4４．９０６ 4６ 876 二間戸 477.531 242172 大 池 572936 1.038592

本 村 203317 内野原 7７ ９６０ 神 代 1９ 967 海 浜 742ｌｌＯ 964 982

闘 喝 1.052742 久 玉 283.260 347４６２ 樋 島 １１５ 877 小田床 143 143 227950

町山口 925430 牛 深 311.918 340807 商 戸 ２１２ 549 下津深江 210063

河 内 1.028.976 魚貫 ３７２ 839 大逝 120194 福迎木 ８７．２９４ １１６ 272

食 場 176.572 、同含､489 亀 浦 269.360 260７５０ 嵐 ロ ４５ 187 都呂々 393:7８ 355033

撞宇土 228.264 早ノ浦 259.617 8１ 760 御所稲 ４９ 026 年 柄 2７ 858

亀川 389..002 路木 3７ 977 唐木 崎 ３４ 063 内 田 139０７３

志柿 ‐475.033 539.318 血富 6３ ８２５ 牧野帆 2３ 843

島子 １０４６６．４６７ 【秘子j722385 古江 3８ 137 横 浦 2８ 440 あミ鋪 3.218.636 (4.132.465）

小島子 349280 久 嵩 141.293 179402 与市ヶ浦 3４ 484

下津浦 529738 白 木 河 内 170.007 233247 唐網代 1５ 204

上津浦 1.625 471 平 床 126.645 185802 池 浦 3３ 752

赤 崎 130.722 295 408 市 ノ 滝 Ｉ 156.376 165９７０ 葛 崎 3４ 689 計 33.846.810 37.409.252



①
肥
後
国
天
草
郡
内
千
七
百
五
十
五
石
事
、
今
度
以
御
検
地
之
上
、
為
新
御
恩
地
被
宛
行
之
能
、
全
令
領
知
、
小
西
摂
津
守
二
被
合
宿
、
可
抽
忠
節

候
也

4２

史
料
仙
は
天
正
十
五
年
秀
吉
か
ら
天
草
郡
内
九
十
町
を
宛
行
わ
れ
佐
々
成
政
に
与
力
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
大
矢
野
民
部
大
蝋
嘩
に
、
今
度
は
小

西
行
長
へ
合
宿
さ
せ
る
も
の
と
し
て
検
地
の
上
で
知
行
を
宛
行
う
と
い
う
秀
吉
朱
印
状
で
あ
り
、
史
料
②
は
秀
吉
の
朱
印
状
は
残
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
も
、
天
草
弾
正
忠
へ
の
同
様
の
朱
印
状
を
承
け
て
、
小
西
行
長
が
知
行
を
宛
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
矢
野
・
天
草
両
氏
へ
の
宛
行
状

か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
矢
野
・
天
草
氏
と
と
も
に
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
参
加
し
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
志
岐
鱗
泉
・
栖
本

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

つ
ぎ
に
「
国
絵
図
」
高
の
う
ち
天
草
郡
に
つ
い
て
郡
高
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
天
草
郡
の
村
高
は
第
七
表
の
如
く
で
あ

る
。
天
草
郡
の
太
閤
検
地
高
は
『
相
良
統
俊
肥
後
国
検
地
覚
爵
）
に
福
島
正
則
・
加
藤
滑
正
・
小
西
行
長
の
検
地
担
当
分
と
し
て
「
一
天
草
郡

一
一
一
百
五
十
丁
」
と
あ
る
の
み
で
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
太
閤
検
地
後
の
宛
行
枇
腰
よ
っ
て
そ
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。

②
鉦
雑
印
之
旨
、
天
草
郡

（
天
正
十
六
年
）

八
月
廿
八
日

天
草
弾
正
忠
殿

天
正
十
六

（
免
官
朱
印
）

後
五
月
十
五
日
○

大
矢
野
民
ァ
大
輔
と
の
へ

天
草
郡
内
六
千
七
百
八
拾
五
石
事
、
靭
以
相
違
有
間
敷
之
条
、
全
可
有
知
行
由
、
向
後
猶
以
可
被
抽
忠
節
事
尤
二
候
、
恐
々
謹
言

小
西
摂
津
守

八
日

行
長
（
花
押
）

御
宿
所



4３

高
参
万
三
千
八
百
四
拾
六
石
八
斗
壱
升
あ
ミ

内
参
千
弐
百
拾
八
石
六
斗
三
升
六
合
熱
ほ
か
ま

田
方
弐
千
弐
百
三
拾
弐
町
四
段
九
畝
弐
拾
六
歩

畠
方
七
百
拾
町
弐
反
七
歩

右
物
成
壱
万
弐
千
百
九
拾
石
六
斗
六
升
弐
合

こ
の
高
は
「
肥
前
慶
長
国
絵
図
」
と
も
「
大
名
石
高
鑑
」
と
一
致
す
る
。
寺
沢
氏
が
天
草
郡
を
得
た

時
期
を
「
天
草
由
来
麓
な
ど
は
慶
長
八
年
と
す
る
が
、
「
国
主
城
主
蕊
は
肥
前
唐
津
拾
二
万
三
千

石
証
蝿
画
磁
諭
洪
麗
恥
誕
雑
加
増
寺
漂
志
摩
守
庚
高
、
拾
一
万
六
千
石
余
、
慶
長
十
年
指
出
高
」
と
慶
長
五

年
説
を
と
り
、
「
寛
政
重
修
諸
家
鐙
「
徳
川
実
塗
は
惑
箪
一
一
月
勲
賞
行
は
れ
肥
後
国
天
草
郡
の
う

ち
に
を
い
て
四
万
石
を
加
へ
ら
れ
、
旧
領
を
あ
は
せ
て
十
一
一
万
石
を
領
す
」
と
慶
長
六
年
一
一
月
説
を

と
る
。
近
年
発
見
さ
れ
た
慶
長
六
年
九
月
三
日
の
「
寺
沢
正
成
判
趣
に
よ
っ
て
慶
長
六
年
説
が
確

実
と
な
っ
た
。

天
草
郡
高
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
二
万
石
余
で
あ
っ
た
も
の
が
、
慶
長
八
年
寺
沢
氏
に
よ
っ
て
三
万

親
高
・
上
津
浦
種
貞
の
天
草
五
人
衆
は
、
天
正
十
七
年
小
西
行
長
の
宇
土
城
普
請
に
際
し
家
臣
同
様
に
課
役
を
申
付
ら
れ
た
こ
と
に
抵
揃
腰
た

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
他
の
一
一
一
人
も
秀
吉
の
朱
印
状
を
得
て
、
他
の
家
臣
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
と
自
負
し
、
ま
た
小
西
行
長
か
ら
史
料
②
の

よ
う
な
知
行
宛
行
を
得
て
い
た
と
推
定
で
き
る
点
で
あ
る
。
「
検
地
覚
書
」
の
天
草
郡
三
百
五
十
町
が
検
地
高
の
す
べ
て
で
な
い
こ
と
は
二
人
に

宛
行
わ
れ
た
高
だ
け
で
も
推
定
八
五
○
町
に
当
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
明
白
で
あ
る
。
「
国
絵
図
」
の
天
草
郡
高
は
肥
後
加
藤
領
と
同
じ
よ
う
に

上
使
衆
検
地
高
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
国
絵
図
」
に
よ
れ
ば
天
草
郡
高
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

第八表肥前慶長国絵図寺沢領の高と物成

松浦史料博物館蔵

石高 物成

肥前松浦郡

筑前恰土郡

肥後天草郡

636032.467

20.096.575

33.846.810

石 石

32.455.763

10.244.005

120190.662

叶 116.975.847 43.913.43



4４

肥
後
国
加
藤
領
お
よ
び
寺
沢
領
天
草
郡
に
お
け
る
「
国
絵
図
」
高
の
基
礎
を
天
正
十
六
年
の
上
使
衆
検
地
に
求
め
鼠
ａ
い
は
殆
ん
ど
異
論
は

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
相
良
領
球
磨
郡
の
場
合
は
事
情
が
異
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
球
磨
郡
は
右
に
云
う
上
使
衆
検
地
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

即
ち
天
正
十
六
年
正
月
廿
三
日
の
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
歯
に

本
稿
で
は
「
国
絵
図
」
に
お
け
る
肥
後
加
藤
領
の
他
郡
の
郡
高
が
若
干
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
上
使
衆
検
地
高
を
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
天
草
郡
に
お
い
て
も
上
使
衆
検
地
高
と
解
し
て
お
き
た
い
。

天
草
郡
に
お
け
る
問
題
は
「
国
絵
図
」
村
高
と
「
正
保
郷
牒
」
の
村
高
と
の
箸
る
し
い
変
化
に
あ
る
。
「
正
保
郷
牒
」
は
島
原
乱
直
後
の
村
高

で
あ
る
が
、
乱
後
に
村
高
の
修
正
は
な
さ
れ
ず
多
く
が
永
荒
・
開
残
荒
と
い
う
形
で
の
控
除
を
受
け
な
が
ら
も
村
高
は
帳
面
上
維
持
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
正
保
郷
牒
」
村
高
は
ま
さ
に
「
御
領
分
中
斗
代
御
増
被
遊
、
天
草
郡
其
節
迄
は
弐
万
石
余
之
所
、
同
様
高
増
被
仰
付
、

三
万
七
千
石
之
地
高
二
相
成
迩
の
地
高
に
相
当
す
る
三
万
七
千
四
百
九
石
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
寺
沢
氏
の
検
地
結
果
を
反
映
し
た

高
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
国
絵
図
」
の
六
六
村
が
「
正
保
郷
牒
」
で
は
一
一
一
一
一
村
へ
と
倍
増
し
て
お
り
、
「
国
絵
図
」
の
村
は
完
全
に
再
編
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
郡
高
の
変
化
、
村
高
の
変
化
、
村
切
り
の
変
化
が
そ
の
ま
ま
郷
帳
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
国
絵
図
」
段
階
の

村
高
が
維
持
さ
れ
、
現
実
の
村
況
が
郷
帳
高
に
反
映
さ
れ
な
い
肥
後
加
藤
領
の
郷
帳
と
対
照
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

七
千
石
に
増
石
し
、
そ
れ
に
そ
の
他
の
運
上
物
を
石
高
換
算
し
て
四
万
二
千
石
と
し
た
と
の
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
寺
沢
領
天
草
郡
高
四
万
二
千

石
の
説
明
と
し
て
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
慶
長
八
年
寺
沢
氏
領
有
以
前
は
二
万
石
余
で
あ
っ
た
と
の
意
見
は
史
料
的
に
裏
づ
け
る
こ
と
が
で

き
か
ひ
い
。

一
一



と
あ
り
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
上
使
衆
検
地
の
模
様
を
伝
え
る
「
検
地
覚
溌
に
も
「
一
、
球
磨
郡
相
良
二
被
下
、
御
検
地
無
乏
」
と
あ
る
。

天
正
十
五
年
に
は
旧
領
は
安
堵
さ
れ
た
も
の
の
、
他
の
国
衆
と
同
じ
よ
う
に
佐
々
成
政
の
与
力
を
命
ぜ
ら
れ
た
相
良
氏
は
、
上
使
衆
検
地
の
対

象
か
ら
は
ず
れ
る
事
に
よ
っ
て
近
世
大
名
と
し
て
の
立
場
を
保
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
「
秀
吉
朱
印
状
」
に
云
う
「
其
方
本
知
新
知
」
は
検
地
が
行
わ

れ
て
な
い
為
石
高
制
に
基
づ
く
塾
唖
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
後
指
出
検
地
が
な
さ
れ
た
と
見
え
、
天
正
十
八
年
の
「
大
名
陸
に
は

一
万
八
○
○
○
石
と
あ
り
こ
れ
が
慶
長
十
六
年
禁
中
造
宮
の
普
請
役
高
と
な
っ
て
い
る
と
い
陰
極
相
良
領
の
検
地
は
文
禄
五
年
に
実
施
さ
れ
た

ら
し
く
、
（
同
年
力
）
七
月
廿
一
一
一
日
の
石
田
三
成
曹
蝿
に
は
「
最
前
如
申
合
、
御
国
検
地
者
、
此
比
下
置
、
御
馳
走
可
申
覚
語
候
処
、
両
使
如
存

知
之
、
愛
許
以
外
繁
多
二
候
間
当
年
者
可
被
指
延
候
」
と
あ
る
に
も
拘
ら
ず
ぺ
同
年
力
）
閏
七
月
十
五
日
の
安
宅
秀
安
曾
蝿
に
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

秀
吉
の
上
使
派
遣
に
よ
る
検
地
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
十
分
に
そ
の
意
を
受
け
た
形
で
の
検
地
（
内
検
）
が
な
さ
れ
た
と
云
え
よ
う
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

為
年
頭
之
祝
儀
、
垂

陸
奥
守
依
所
行
、
一

部
少
輔
可
申
候
也
、

一
御
国
御
検
地
被
仰
付
之
由
、
就
其
、
深
織
、
休
異
井
検
地
仕
衆
中
へ
、
拙
者
以
書
状
、
別
而
可
被
入
念
通
可
申
越
通
、
仰
蒙
候
、
錐
不
及
其
儀
候

仕
御
意
旨
、
懇
二
銘
々
一
一
、
以
書
状
申
候
間
、
可
御
心
安
候
事

（
天
正
十
六
年
）
．正

月
廿
一
二
日
（
秀
吉
朱
印
）

相
良
宮
内
大
夫
と
の
へ

黄
金
拾
両
到
来
、
悦
被
思
食
候
、
次
去
年
以
来
長
々
在
陣
、
辛
労
候
、
其
国
之
儀
、
御
置
目
等
為
可
被
仰
付
、
御
上
使
被
遺
候
、

百
姓
等
企
一
撲
之
条
、
検
地
被
仰
付
候
、
錐
然
、
其
方
本
知
新
知
共
、
被
差
除
条
、
得
其
意
、
尚
以
可
抽
粉
骨
候
、
委
細
石
田
治

4５



4６

高
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

そ
の
後
慶
長
五
年
以
前
に
も
検
地
が
な
さ
れ
た
ら
し
く
、
慶
長
五
年
卯
月
廿
一
日
「
相
良
頼
房
判
癖
↑
に
「
此
節
七
ヶ
寺
へ
少
地
相
付
候
、
其

●
。
、
●
○
○

方
前
６
犬
童
与
兵
衛
尉
・
宮
原
次
兵
衛
尉
申
渡
、
先
年
同
事
之
竿
を
以
可
相
渡
之
旨
、
堅
可
被
申
含
候
、
竿
人
衆
愛
甲
新
介
・
犬
童
長
左
衛
門

尉
、
此
外
樋
な
る
者
た
る
べ
く
候
、
巳
上
」
と
あ
る
。
肥
後
加
藤
領
の
場
合
慶
長
五
年
以
前
の
検
地
高
は
郷
帳
高
と
一
致
し
、
慶
長
八
年
以
後

の
検
地
高
は
一
致
し
な
い
で
、
慶
長
十
二
、
十
三
年
の
内
検
高
と
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
「
国
絵
図
」
高
が
慶
長
九
年
検
地
高
を
反

映
し
て
慶
長
十
年
に
指
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
慶
長
五
六
年
段
階
の
高
を
反
映
し
て
い
る
と
云
え
る
。
相
良
領
の
場
合
慶
長
五
年
以
前
の
村
高

で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
慶
長
五
年
以
前
の
検
地
高
と
し
て
置
き
た
い
。

相
良
領
村
々
の
「
国
絵
図
」
及
び
「
郷
帳
」
の
村
高
は
第
九
表
の
通
り
で
あ
る
。
肥
後
細
川
領
で
は
「
国
絵
図
」
村
高
と
寛
永
十
一
年
の

「
郷
帳
高
」
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
た
が
、
相
良
領
で
は
「
国
絵
図
」
高
と
「
郷
腿
溌
は
一
致
し
な
い
で
、
寛
永
郷
帳
高
と
正
保
郷
牒
高
は
一

致
す
る
。
即
ち
「
国
絵
図
」
高
の
あ
と
寛
永
御
帳
ま
で
の
間
に
村
高
の
確
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
●
の
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
「
国
絵
図
」
に
は
郷
帳
に
み
ら
れ
な
い
村
が
い
く
つ
か
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
つ
き
木
や
し
き
」

「
湯
山
や
し
き
」
は
、
「
寛
永
郷
帳
』
に
「
田
無
山
畑
役
無
」
と
さ
れ
る
が
、
「
諸
郷
地
竃
万
納
物
諏
舎
に
村
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
岩
野
・
湯

山
・
江
代
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
や
し
き
は
そ
の
以
後
で
も
高
を
計
上
さ
れ
た
村
と
し
て
は
現
わ
れ
て
来
な
い
。
高
を
計
上
さ
れ
な
い
の

は
郷
帳
が
云
う
よ
う
に
「
田
無
山
畑
役
無
」
と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
村
が
あ
り
人
が
住
ん
で
い
た
が
こ
こ
に
は
年
貢
・
諸
役
が

免
除
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
ろ
う
。
生
産
力
の
増
大
に
伴
な
っ
て
宝
暦
・
明
和
期
に
は
皆
越
谷
・
槻
木
谷
・
岩
野
・
湯
山
・
江
代
は
役

負
担
の
村
と
し
て
把
握
さ
れ
た
が
、
郷
帳
で
は
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
因
み
に
「
天
保
郷
帳
」
で
も
五
木
谷
・
皆
越
谷
・
槻
木
谷
は
無
高
と
の

こ
の
ほ
か
「
国
絵
図
」
に
百
六
拾
壱
石
二
斗
五
升
を
表
示
し
て
い
る
五
木
（
村
）
は
「
郷
帳
」
で
は
「
田
無
山
畑
役
無
」
と
な
る
。
「
国
絵
図
」

の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
他
に
み
ら
れ
な
い
村
「
未
清
野
村
七
百
九
拾
七
石
余
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
相
良
領
に
は
未
清
野
村
な
る
村

は
存
在
し
な
い
が
、
「
国
絵
図
」
に
は
球
磨
川
の
右
岸
深
田
村
と
多
良
木
村
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
元
来
な
ら
ば
こ
こ
に
須
恵
村
が
描
か
れ
る



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

4７

肥後国絵図
寛永１１球図
郡郷村商辻帆 綴＆郷牒 肥後国絵図

寛永１１球晒
邸郷村商辻帆 雛＆郷腺

粂米郷の内良 235.200
平川

28.722 44.723 44.723

っ怠木やし０
０

深見（水）
155.255 228.255 228.255

ゆのまへ内
渦山やしき ０ ミのも

105.026 145.026 145.026

いのかくらやL９ 。
山田

544.775 1.144.775 1,Ｍ4.775

江代やし念 ０
やなせ

178.305 291.305 291.305

ゆのまへ 1.659.“５ 1.899.449 1.899.“９ 大
1.109.655 1.215.655 1.215.655

ゆの虫へ
岩野 ０

万江ノ内
山口固敷

０

久米村 405.640 579.640 579.64
水無やしき

０

おくの 155.312 195.312 195.312
万江

96.058 136.058 136.058

宮 原 462.460 535.460 .535.46
間

542.054 835.057 835.057

たら木村 2.039.190 2.516.045 2.516.“５ さつ まぜ
300.255 375.255 375.255

岡 本 477.404 340.633 340.633
林 野

346.895 421.895 林 421.895

上 10081.549 1.251.549 1.251.549
(原）
石田

561.556 600.956 604.956

岡Ｉ
免）

田 82.760 142.760 142.76
中越（神）

219.530 285.530 285.530

永 池 86.613 150.613 150.613
渡

310.485 295.485 295.485

一庇村 834.070 914.070 9１４．０７
大 瀬

19.850 24.850 24.85

西 533.840 886.980
◆

886.98
西 浦

111.654 158.054 158.054

田代 400.673 260.673 260.673
大むた

7.975 11.975 11.975

大 畑 148.745 188.785 188.785
松ノ谷

4.700 7.600 7.6

未済野村 797.440
剛理

899.410
◆

899.410
両麻谷

13.120 毎嘩魯18.120 18.12

深 田 1.881.320 20041.320 2.041.32
一升内

３１．０７５ 4１．０７５
=⑰

地谷
41.075

目良 362.790 447.795 447.797
－升内の内
一 け

◎

木上村
767.095 757.059 757.095

神 瀬
23.981 29.981 29.981

五木内
平野やし§ ０

神瀬ノ内
弓の また

◎

五木 161.250
◆

かじまやＬｇ ０

白岩戸やし、
０

皆越谷
０

内谷やしき ０

田 代 29.232 47.232 47.232 漆茶桑 1,064.000 10064・

はる山 23.035 3３．０３５ 33.035

初 神 25.950 68.950 68.95

川 辺
328.562 628.562 628.562 計 19.017.392 22.165.000 22.165.



八
月
廿
六
日

4８

肥
後
国
絵
図
（
八
・
四
・
丙
九
八
）
は
慶
長
国
絵
図
で
あ
り
、
そ
の
村
高
は
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
高
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
慶
長

九
年
九
月
に
は
郡
高
目
鍾
郡
高
付
蝿
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
・
国
絵
図
と
と
も
に
御
前
帳
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
肥
後
の
大
名

の
指
出
は
な
い
が
、
「
国
主
城
主
緬
昏
に
は
西
国
大
名
の
慶
長
十
年
指
出
高
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
絵
図
の
調
進
は
慶
長
九
年
西
尾
隠
岐
守
・

津
田
小
平
次
を
総
奉
行
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
関
連
史
料
と
し
て
次
の
山
内
一
豊
へ
の
通
達
が
知
ら
れ
て
い
事

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

べ
き
処
に
あ
た
る
。
恐
ら
く
須
恵
村
と
未
滑
野
村
を
誤
ま
り
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
領
内
の
村
名
を
写
し
誤
る
よ
う
な
ミ
ス
は
現

地
で
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
恐
ら
く
「
国
絵
図
」
の
調
整
段
階
で
起
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
国
絵
図
」
高
の
う
ち
寺
沢
領
天
草
郡
が
「
郷
帳
」
と
著
る
し
い
村
数
の
相
違
を
示
し
た
の
に
対
し
、
郡
高
は
異
な
る
け
れ
ど
も
高
を
表
示
し

た
村
数
に
は
殆
ん
ど
差
が
み
ら
れ
な
い
の
が
特
色
と
い
え
る
。

言

追
而
申
候
、
御
帳
之
物
成
つ
め
二
書
付
、
御
上
可
被
成
旨
、
御
読
二
候
、
井
寺
社
領
於
被
成
御
付
者
、
都
合
之
わ
き
二
御
書
付
、
御
上
可
被
成

候
、
御
役
を
可
被
引
旨
、
御
読
二
候
、
以
上

為
御
意
申
入
候
、
冊
御
拝
領
之
国
郡
田
畠
高
之
帳
御
書
付
候
て
、
如
伺
三
冊
、
井
国
郡
之
絵
図
三
通
可
被
成
御
上
候
、
絵
図
之
内
二
も
郡
之
田
畠
之

高
付
可
被
成
候
、
国
之
境
目
可
被
入
御
念
之
旨
御
座
候
、
不
及
申
候
へ
と
も
田
畠
之
高
、
絵
図
両
様
共
一
一
、
毛
頭
無
相
違
様
御
認
御
尤
候
、
恐
憾
謹

一
一
一

西
尾
隠
岐
守
吉
次

津
田
小
平
次
秀
政



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

4９

山
内
氏
は
こ
れ
に
応
じ
て
翌
十
年
土
佐
国
総
匪
騨
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
「
国
主
城
主
記
」
に
は
見
え
な
い
。

高
弐
拾
万
弐
千
六
百
弐
拾
六
石
五
斗

右
之
内

物残
成而 内

田
方
壱
万
七
千
五
百
拾
弐
町
六
反
八
歩

畠
方
七
千
三
百
弐
拾
町
弐
反
弐
拾
八
歩

慶
長
拾
年

土
佐
国
総
目
録

七
万
三
拾
三
石
七
斗
八
升

但
高
二
付
三
シ
五
分

山
内
土
佐人

々
御
中

弐
千
五
百
舟
石
五
斗
寺
社
領

弐
拾
万
九
拾
六
石

八
月御

奉
行
所

山
内
土
佐
守
一
豊



5０

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

肥
後
の
場
合
も
「
国
主
城
主
記
」
に
は
見
え
な
い
が
加
藤
領
で
の
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
・
郡
高
帳
の
作
成
か
ら
み
て
、
慶
長
十
年
に
は
提

出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
絵
図
の
作
成
は
寺
沢
氏
に
よ
る
天
草
郡
絵
鴎
）
相
良
氏
か
ら
球
磨
郡
絵
図
の
提
供
を
受
け
て
加
藤
氏
が
作
成
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
「
肥
後
国
絵
図
』
で
球
磨
郡
・
天
草
郡
が
と
く
に
詳
細
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
提
供
を
う
け
た
資
料
を
忠
実
に
写
し
込

ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
村
名
に
写
し
誤
ま
鵬
椴
み
ら
れ
る
の
も
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

慶
長
図
絵
図
は
前
掲
西
尾
隠
岐
守
等
書
状
に
よ
れ
ば
国
郡
田
畠
高
之
帳
を
伴
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
郡
田
畠
高
之
帳
が
御
前
帳
に
称

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
慶
長
国
絵
図
に
よ
っ
て
慶
長
の
郡
高
帳
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
肥
後
国
に
関
し
て
云
え
ば

慶
長
九
年
九
月
の
玉
名
郡
高
付
帳
、
山
鹿
郡
高
目
録
の
存
在
は
そ
の
可
能
性
を
充
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
天
草
郡
・
球
磨
郡
の
郡

高
村
高
帳
「
郷
帳
高
」
を
復
元
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
て
復
元
し
た
慶
長
九
年
の
「
郷
帳
高
」
を
寛
永
・
正
保
の
郷
帳
高
と
比
較
し
て
み
る
と
、
肥
後
加
藤
領
（
の
ち
細
川
領
）
と
寺
沢
領

天
草
郡
・
相
良
領
球
磨
郡
で
は
郡
高
・
村
高
の
継
承
が
全
く
相
違
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
第
八
表
・
第
九
表
竜
即
ち
肥
後
加
藤
領
（
細

川
領
）
で
は
慶
長
・
寛
永
ｑ
正
保
の
郷
帳
高
（
郡
高
・
村
高
）
は
全
く
変
化
し
て
い
な
い
。
と
く
に
寛
永
郷
帳
成
立
直
前
に
加
藤
氏
か
ら
細
川

氏
へ
藩
主
の
異
動
が
な
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
郷
帳
高
が
現
高
と
桑
鯉
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
郷
帳
高
は
修
正
さ
れ
な

か
っ
た
。
肥
後
加
藤
領
で
は
慶
長
八
年
以
後
各
地
で
検
地
（
慶
長
九
年
九
月
の
郷
帳
高
検
地
を
除
く
）
が
行
な
わ
れ
、
慶
長
十
二
年
か
ら
十
一
一
一

年
に
か
け
て
領
内
全
域
に
わ
た
る
検
地
へ
と
続
く
が
、
こ
の
検
地
は
郷
帳
の
村
か
ら
打
出
し
を
行
な
い
再
編
成
し
、
新
た
に
村
切
り
を
行
な
い

同
時
に
村
ご
と
に
家
数
・
人
数
・
牛
馬
数
を
把
握
し
、
上
木
（
み
か
ん
・
九
年
母
・
茶
・
椿
・
桑
な
ど
）
の
所
有
者
を
登
録
し
、
全
生
産
力
を

掌
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
郷
帳
の
村
か
ら
新
し
く
分
立
し
た
村
の
例
を
山
本
郡
梅
木
谷
村
の
例
で
み
る
と
「
霜
野
荘
ヲ
五
ヶ
村
一
一

分
詞
軸
和
誰
珊
、
南
ヲ
山
内
村
ト
云
、
俗
二
云
霜
野
村
也
、
其
次
仁
王
堂
村
、
其
次
長
福
寺
村
榊
谷
・
大
浦
村
・
蝶
之
浦
村
榊
浦
也
、
加
藤
侯
ノ

時
国
中
検
地
ア
リ
、
生
駒
於
千
ト
云
者
奉
行
ス
、
依
テ
今
生
駒
竿
ト
云
、
其
時
長
福
寺
村
・
大
浦
村
両
村
ノ
打
出
シ
ノ
高
ヲ
以
一
村
ト
ス
、
是

ヲ
梅
木
谷
村
卜
睡
（
読
点
筆
者
）
と
あ
る
。
新
た
に
分
立
し
た
村
ば
か
り
で
な
く
、
郷
帳
の
村
で
も
隣
接
す
る
村
と
の
間
に
新
た
に
境
界
が
設



~
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714汀、島村

723爺尾村

734今村

740池畑村

746志井田村

756鰻腫村

763五町断 開 村

785正保村

793大保村

805妙爽村

826牟田口村

845可

850野・田村

858中牟田村

872小岩瀬村

883海氏村

700堂古閑村

907奥古閑村

936内田新閤村

-955廿可村

970五町村

977八町 村

983是、村

990方丈村

949幽癖村

996平木村

1014北走潟村

1 3 7 1 所 島村

613山下村

先高⑫

619.2995石

1015734

254510

327５

13458５

1690

155.882

700.527

396.416

459.804

290.4

36.605

3328413

1291859

844839

836164

306908

1420654

796067

260434

9９ 682

7401983

7425１

1513４

3224897

208105

1017“0２

591 176

338813

~

二49.742

－２．７９４

－２８．１

－３４ 346

－５ 6027

－１ 8１

－３ 2６

－６５ 7２

－４．８１

－１１．９３９

－７．０９３

－３．７７

-85.759

－１３

-16.859

－２．２９

－７７．５６

－１００

-20.505

－２０．６２

-80.473

当高・出分

村嵩の移肋

－４．６８８ －３．８８

－１６．０５２ -11.056

－１．６９８

－２．５１８

－５．４７３

－２ －２５．７８

－３．４

－１００ －３４．５３

－３４．５３ -181.73

－４３．９６

十､蔦35.62

＋11.056 ＋１．５４

十2.518 ＋４．８１ ＋２ 794

十１３ ＋３ 8８

十１５６ 7６

＋１６．６５２ ＋３ 7８

＋１ 698

十352.561 ＋２ ＋５ 627

十１６

＋34.347

＋１１．９３９

＋１４．３

＋１６．８５５ ＋95.56

＋１２５．０３

－９５．５６ －５２．３ －１４．３

＋29.92 十181.73

＋77.56 ＋43.96 ＋20.62

＋５０．３

＋20.505

他村から縄入された商である。

12年の村海を示す。

って増加した村商である。

先海合 当商③ 出分珂、

654.9195’ 1144.735石 489.8155石

957.417 1087158 129741

405731 151 221

367.302 510328 173026

1327812 1633345 305533

1645426 1894863 249437

3009553 355276 5４ 3207

718549 1005764 287015

394854 672081 277226

7525497 1137078 3845283

306４ 556443 250０４３

7９ 956 4３ 351

328.0313 463587 1355057

1311749 1611964 300015

832275 1010382 178107

848103 964６ 116497

317432 385455 6８ ０１７

1447.31 20630８ 6157７

881.117 1486943 605826

2402153 374781 1346527

236502 371 785 135283

2842183 471466 1872477

810２ 1089773 279573

2934８ 463548 １７０ 068

507403 1849133

2墾旦 3262６ 9０ 3６

1017.252 1541406 523748

510.703 576603 6５ ９

521 707 182895



－５２－

第十一表各郡の物成前高当高

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

定
さ
れ
村
切
が
な
さ
れ
た
村
も
少
な
く
な
い
。
第
十
表
に
示
し
た
飽
田
郡
村
々
は
田
畠
の
分
合
整
理
が
な
さ
れ
た
結
果
、
郷
帳
の
村
が
新
た
な

村
に
再
編
さ
れ
た
姿
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
検
地
の
結
果
肥
後
加
藤
領
は
当
高
七
一
万
一
一
三
三
四
石
余
と
な
り
、
郷
帳
高
か
ら
三
八
％
の
石
高

増
と
な
っ
た
（
第
十
一
表
）
。

九州文献目録4号「肥後郡別石商帆」による。筑紫古文書(内閣文庫)－(森山

恒雄氏F肥後五十四万石の成立｣所収)－とは菊池郡・山鹿郡の物成が異なる。

合叶には球磨郡を除いた。※山本郷の煎売は写し誤まり。

七たく高帳れる検採も渡

四・Ｌ相がとる。地用当高両章
三相朱良踏対が以高さ高は－氷
石良印領襲応、後のれを七九
の領状求さす他 肥 乗 な 承 四 年
内でで麻れる外後離か知万十

韓三書婿書測鮮ｋ§墓
計十一永絵郷で十従た石川四
上年六十図高は二つの四忠
さ以五一、が 藩 ・ て で 斗 利
れ 前石年元用内三肥あ四が
、に余七禄し 皿 で 年 後 る 合 肥
ま五を月国らＩまの加がで後
た万拝に絵れ当総藤、あに
寛七領司図、高検領寛つ入
永六、前の正，-、地に永た国
十三以々高保現にお・かし
一三後之も郷高始け正らた
年 石表高慶牒 一 ま る 保 、 際
二・高次長．がる領郷当の
万四 との国元用と知帳然上
一万 な ご 絵 禄・いい高に幕使
○三 つと図郷らえとは府引

村数 物成 前商 当高

舵摩 郡

飽田 郡

山本郡

合志郡

菊池郡

９
２
３
１
６

２
９
３
５
６

9,834石

34.146

14.975

15.437

14.975

19.088石

51.033
蕪

33.576

34.691

26.463

28,482石

74.030

25.676

48.505

26.584

山 鹿郡

玉名郡

阿蘇 郡

宇土 郡

益城郡

4２

106

8６

４６

285

14.975

47.013

20.608

14.493

64.324

33,576

73.927

54.628

25.709

23.433１

35.406

114.201

63.046

34.196

181.050

八代郡

芦北 郡

求麻郡

5９

３１

５７

25.734

7.207

(5.442）

42.877

17.534

(19.017）

61.775

19.383

合計 71万2.334



い

か
。
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七
六
石
七
斗
の
新
田
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
帳
に
反
映
せ
ず
、
宝
永
期
以
後
の
私
検
地
の
結
果
は
第

十
二
表
の
如
く
で
あ
る
。
相
良
領
で
は
新
田
開
発
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
領
内
で
は
内
検
高
が

用
い
ら
れ
、
表
高
と
の
乗
離
は
更
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。

寺
沢
領
天
草
郡
で
は
慶
長
八
年
寺
沢
氏
の
検
地
結
果
が
正
保
郷
牒
に
つ
な
が
っ
た
が
、
島
原
乱
後
の
農

村
の
衰
微
が
幕
府
に
取
上
げ
ら
れ
て
万
治
二
年
の
石
高
半
減
に
つ
な
が
り
、
元
禄
郷
帳
以
後
二
万
一
○
○

９
鯉
と
な
る
。
こ
こ
で
は
若
干
の
時
間
的
経
過
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
折
々
の
検
地
の
結
果
が
領
知
高
に
反

映
し
て
い
る
。
万
治
二
年
の
石
高
半
減
以
後
は
新
田
降
雛
も
あ
っ
た
が
開
発
高
は
領
知
高
に
は
繰
込
ま
れ

な
か
っ
た
。

以
上
の
如
く
「
慶
長
国
絵
図
」
高
は
肥
後
加
藤
領
で
は
郷
帳
高
と
な
っ
て
加
藤
領
・
細
川
領
の
領
知
高

と
な
っ
た
の
に
対
し
、
相
良
領
求
麻
郡
で
は
寛
永
郷
帳
が
こ
れ
に
代
っ
て
近
世
相
良
領
の
領
知
高
と
な
り
、

天
草
郡
で
は
国
絵
図
高
↓
正
保
郷
牒
高
↓
万
治
検
地
高
（
Ｉ
元
禄
検
地
高
）
と
三
転
し
た
。
い
ず
れ
も
近

世
初
頭
に
領
知
高
が
固
定
し
た
と
は
云
え
、
固
定
に
至
る
過
程
に
は
三
者
三
様
の
展
開
が
み
ら
れ
た
。
そ

こ
に
は
検
地
に
其
づ
く
石
高
制
の
算
定
か
ら
領
知
高
が
派
離
し
て
行
く
過
程
が
示
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

注
（
１
）
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
、
「
肥
後
国
絵
図
」

（
２
）
「
肥
後
国
郷
帳
」
（
大
日
本
近
世
史
料
「
肥
後
藩
人
畜
改
帳
五
」
所
収
）
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
十
一
月
八
日
、
細
川
越
中
守
忠
利

か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
慶
長
九
年
九
月
の
「
検
地
帳
」
高
に
一
致
し
、
慶
長
十
年
提
出
さ
れ
た
「
御
前
帳
」

の
高
で
あ
る
と
す
る
森
山
恒
雄
氏
の
脱
「
肥
後
加
藤
氏
の
二
つ
の
検
地
（
帳
）
と
領
知
高
」
（
熊
本
史
学
釦
号
所
収
）
が
有
力
で
あ
る
。

（
３
）
「
慶
長
国
絵
図
」
に
描
か
れ
る
城
郭
は
、
熊
本
城
・
関
城
・
内
牧
城
・
矢
部
城
・
八
代
城
・
宇
土
城
・
佐
敷
城
も
水
俣
城
・
人
吉
城
・
湯
前

城
・
大
畑
城
・
富
岡
城
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
二
重
・
三
重
の
櫓
の
景
観
を
描
写
し
て
い
る
。

（
４
）
『
熊
本
藩
年
表
稿
』
慶
長
十
七
年
一
月
十
四
日
条

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

第十二表近世の相良領球磨郡

｢相良家史料巻一｣471号による（熊本県立図書館蔵）

宝永５年

内検高

享保６年

本田畑 新田畑

田 3,635町8.409 1,884町０２１５ 1.751町８１２１

畠 1.893町9912 1,026町6421 767町3421

高 －５万2981石 ２万2165石



5４

（
ｕ
）
『
全
右
』
的
頁

（
皿
）
大
日
本
近
世
史
料
『
細
川
家
史
料
』
五
ｌ
皿
頁

（
咽
）
「
肥
後
郡
別
石
高
帳
」
（
『
九
州
文
献
目
録
４
号
』
所
収
『
以
下
「
郡
別
石
高
帳
」
と
略
称
す
る
。

（
皿
）
正
保
三
年
六
月
二
日
付
「
肥
後
国
郷
牒
」
（
『
肥
後
読
史
総
覧
下
巻
』
所
収
）
は
、
郷
村
高
は
寛
永
十
一
年
十
一
月
八
日
の
「
郷
帳
」
と

益
城
郡
を
除
い
て
完
全
に
一
致
す
る
。
「
国
絵
図
」
は
『
寛
永
郷
帳
」
と
一
致
す
る
が
「
国
絵
図
」
に
は
田
畠
別
の
面
種
を
記
し
て
い
る
。
「
正

保
郷
牒
」
は
田
畠
別
の
高
を
記
す
の
で
、
両
者
の
性
格
か
ら
見
て
田
畠
面
菰
と
田
畠
高
と
は
対
応
す
る
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
巧
）
．
（
羽
）
森
山
恒
雄
「
肥
後
五
十
四
万
石
の
成
立
」
（
『
新
熊
本
の
歴
史
近
世
上
』
）

（
通
）
「
寛
永
郷
帳
」
の
該
当
個
所
に
は
、
「
ハ
リ
紙
に
元
禄
青
表
紙
に
は
一
二
三
四
三
三
石
と
あ
る
」
と
す
る
。

（
Ⅳ
）
「
佐
田
文
書
」
（
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇
』
四
ｌ
遡
頁
）

（
昭
）
「
井
田
桁
装
」
（
『
藩
法
集
７
熊
本
藩
』
郷
頁
）

（
四
）
「
全
右
書
」
却
頁

（
釦
）
『
肥
後
国
検
地
諸
帳
目
録
』
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）

（
皿
）
秋
沢
繁
「
天
正
十
九
年
豊
臣
政
権
に
よ
る
御
前
帳
徴
収
に
つ
い
て
」
・
森
山
恒
雄
「
前
掲
総
文
」
、

（
犯
）
．
（
妬
）
加
藤
滑
正
書
状
「
下
川
文
書
」
（
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇
』
五
ｌ
”
頁
）

重
）
「
慶
長
九
月
九
月
九
州
肥
後
国
合
志
郡
上
庄
村
」
（
請
求
番
号
一
五
九
○
）

（
弱
）
「
慶
長
九
年
九
月
九
州
肥
後
国
合
志
郡
上
庄
村
』
（
謂
求
番
号
一
五
九
一
）

（
”
）
「
慶
長
九
年
九
月
九
州
肥
後
国
合
志
郡
下
庄
原
口
村
」
（
請
求
番
号
一
五
六
六
）

「
〃

〃
大
池
村
」
（
〃
一
六
○
一
）

「
〃

〃
平
噴
村
」
（
〃
一
五
九
九
）

（
皿
）
『
全
右
』
“
頁

（
７
）
『
熊
本
県
史
料
近
世
篇
第
ご
陀
頁

（
８
）
『
徳
川
実
紀
第
二
篇
』
鋤
頁

（
９
）
『
熊
本
県
史
料
近
世
篇
第
一
』
陀
頁

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

（
５
）
松
本
寿
三
郎
「
肥
後
を
訪
れ
た
人
々
」
（
『
新
熊
本
の
歴
史
５
』
、
圭
室
諦
成
氏
は
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
分
類
番
号
一
’
○
○
一
の
「
肥
後
国

絵
図
」
を
加
藤
氏
時
代
と
し
て
い
る
（
『
熊
本
県
古
地
図
目
録
』
解
説
）
が
、
史
料
編
纂
所
の
「
熊
本
市
史
料
調
査
」
（
「
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
報
型
）
は
、
記
戦
の
特
徴
、
隣
領
筑
後
国
に
立
花
左
近
将
監
領
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
正
保
国
絵
図
に
関
連
あ
る
も
の
と
み
て
い
る
。

（
６
）
黒
田
日
出
男
「
現
存
慶
長
・
正
保
・
元
禄
国
絵
図
の
特
徴
に
つ
い
て
ｌ
江
戸
幕
府
国
絵
図
・
郷
帳
管
見
（
二
）
ｌ
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編

墓
所
報
蛎
』
）



と
あ
る
。
同
日
付
の
判
物
は
面
頼
に
よ
（

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

－５５－

（
鯛
）
『
寛
文
朱
印
留
上
』
弱
頁
・

（
釦
）
．
（
妃
）
「
成
恒
文
書
」
（
『
大
分
県
史
料
』
八
ｌ
郡
頁
）

（
瓢
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
『
苓
北
町
史
史
料
編
』
鯛
頁
）

（
犯
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
『
全
右
書
』
腿
頁
）

（
調
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
『
全
右
書
』
副
頁
）

（
鈍
）
「
消
正
記
」
（
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
二
巻
所
収
）
に
、
「
一
小
西
摂
津
守
行
長
領
分
天
草
郡
の
地
侍
志
岐
林
専
天
草
伊
豆
守
小
西
下
知
に

不
随
然
処
に
小
西
は
宇
土
と
云
所
に
城
普
調
等
経
営
す
小
西
家
中
同
前
に
普
請
可
仕
旨
志
岐
天
草
へ
申
適
す
両
所
返
答
に
先
年
秀
吉
公
薩
摩

・
御
進
発
の
刻
筑
前
秋
月
迄
罷
出
薩
摩
へ
の
御
先
手
被
仰
付
候
は
、
千
台
川
へ
舟
を
押
込
抽
忠
勤
申
上
秀
吉
公
御
褒
美
有
て
天
草
郡
を
両
人
へ

、
永
く
下
し
給
ふ
御
朱
印
頂
戴
仕
る
天
下
の
普
請
諌
立
の
時
は
行
長
手
に
附
へ
し
其
外
行
長
私
普
請
は
難
成
」
を
理
由
に
小
西
行
長
に
叛
し
た
、

（
妬
）
「
天
草
由
来
記
」
（
上
妻
文
庫
「
肥
後
古
記
集
覧
巻
哩
」
・
熊
本
県
立
図
書
館
）

（
妬
）
．
（
記
）
「
国
主
城
主
記
」
（
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
之
三
所
収
、
頁
）

（
訂
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
一
蛇
頁

（
犯
）
『
徳
川
実
紀
』
第
二
篇
、
寛
永
十
年
四
月
条
、
瓢
頁

（
釣
）
「
寺
沢
正
成
判
物
」
有
浦
文
書
（
『
苓
北
町
史
史
料
篇
』
測
頁
）

（
鉛
）
．
（
聖
松
下
志
朗
「
肥
後
国
天
草
郡
の
石
高
と
年
貢
」
（
『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
』
第
五
章
第
一
節
）
に
引
く
文
化
四
年
五
月
「
手
如
帳
」

（
同
書
流
頁
）
に
よ
る
。

（
虹
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
『
相
良
家
文
書
二
』
ｍ
頁
）

（
蝿
）
『
相
良
文
書
二
』
所
収
の
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
は
「
於
肥
後
国
求
磨
郡
内
、
本
知
弐
拾
四
町
、
今
度
為
新
知
、
同
国
芦
北
郡
内
水
俣
五

拾
五
町
、
津
那
木
拾
八
町
、
都
合
九
拾
七
町
令
扶
助
畢
、
全
致
領
知
、
向
後
可
抽
奉
公
之
忠
勤
者
也

一 、

２８
－〆

号
～ 〆

、

天
正
十
五五

月
晦
日
○
（
秀
吉
朱
印
）

「
″

「
″

「
″

安
藤
精
一深

水
三
河
入
道
と
の
へ

同
日
付
の
判
物
は
面
頼
に
よ
っ
て
い
る
。
注
（
調
）
も
同
じ
。

〃
野
付
村
」
（
〃
一
五
六
九
）

〃
油
古
閑
村
」
（
〃
一
五
六
三
）

〃
鹿
水
村
」
（
〃
一
六
二
）

「
近
世
初
期
肥
後
の
地
撫
」
（
熊
本
史
学
４
号
）
、
松
本
寿
三
郎
「
寛
永
期
細
川
領
に
お
け
る
「
地
撫
」
に
つ
い
て
」
（
熊
本
史
学
印



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
（
二
）
（
松
本
）

（
閃
）
北
野
典
夫
「
天
草
干
拓
史
」
（
『
天
草
建
設
文
化
史
』
所
収
）

（
妬
）
．
（
団
）
松
下
志
朗
「
西
国
諸
藩
の
領
知
高
と
検
地
」
（
『
前
掲
書
』
畑
頁
）

（
妬
）
「
石
田
三
成
密
状
」
（
『
相
良
家
文
書
』
二
、
加
頁
）

（
碑
）
「
安
宅
秀
安
書
状
」
（
全
右
書
』
二
皿
頁
）

（
妃
）
「
相
良
頼
房
判
物
」
願
成
寺
文
書
（
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇
』
三
祁
頁
）

（
鯛
）
相
良
領
の
郷
高
は
寛
永
十
一
年
十
二
月
廿
日
相
良
左
兵
衛
署
名
の
『
肥
後
国
求
磨
郡
郷
村
高
辻
帳
』
、
正
保
の
郷
高
は
正
保
三
年
六
月
細
川

肥
後
守
署
名
の
『
肥
後
国
郷
牒
』
元
禄
の
『
肥
後
国
郷
帳
』
（
永
青
文
庫
蔵
『
が
あ
る
。

（
印
）
「
諸
郷
地
竃
万
納
物
寄
」
（
『
人
吉
藩
の
政
治
と
生
活
』
腿
～
叩
頁
）

（
副
）
「
慶
長
九
年
九
月
九
州
肥
後
国
山
鹿
郡
高
目
録
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
二
五
一
○
号
）

（
記
）
「
慶
長
九
年
九
月
九
州
肥
後
国
玉
名
郡
高
付
御
目
録
帳
」
（
全
右
二
七
七
二
号
）

（
弘
）
黒
田
日
出
男
「
江
戸
幕
府
国
絵
図
・
郷
帳
管
見
（
一
）
」
（
「
歴
史
地
理
」
九
三
巻
二
号
）
所
収

（
弱
）
「
豊
公
紀
」
一
”
頁
（
『
山
内
家
史
料
』
）

（
弱
）
寺
沢
氏
は
慶
長
六
年
天
草
郡
を
拝
領
し
た
（
注
調
参
照
）

（
訂
）
求
麻
郡
の
う
ち
未
清
野
村
、
中
越
（
神
）
村
、
石
（
原
）
田
村
な
ど
写
し
誤
ま
り
が
あ
る
。

（
記
）
寛
永
九
年
加
藤
忠
広
が
改
易
と
な
っ
た
時
、
肥
後
加
藤
領
は
代
官
預
所
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
の
石
高
は
七
三
万
四
八
三
五
石
で
あ
り

（
「
日
向
記
」
巻
一
三
）
、
幕
府
は
当
然
当
高
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
。
細
川
忠
利
は
郷
帳
作
成
に
つ
い
て
指
示
し
、
「
・
一
、
今
度
御
朱
印
頂

戴
申
候
、
就
其
在
々
知
行
之
高
を
、
如
此
二
書
付
可
置
候
、
物
成
之
儀
ハ
不
申
候
事
、
一
、
五
十
四
万
石
之
御
前
帳
之
時
之
村
々
の
高
付
・

知
候
ハ
、
、
是
以
書
付
可
置
事
、
（
略
）
」
（
寛
永
十
一
年
閏
七
月
十
九
日
付
細
川
忠
利
書
状
「
松
井
文
庫
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
朱
印
高
に
合

せ
御
前
帳
の
村
高
を
も
と
に
寛
永
郷
帳
を
作
成
し
た
。
花
岡
興
輝
「
肥
後
の
検
地
帳
」
（
熊
本
史
学
調
号
）

（
弱
）
『
肥
後
国
誌
』
上
翫
頁

（
釦
）
「
井
田
桁
装
」
（
『
藩
法
集
７
熊
本
藩
』
獅
頁
）
「
加
藤
平
左
術
門
家
中
６
出
ル
」
に
記
す
肥
後
国
中
惣
高
之
覚
は
、
高
合
七
拾
三
万
千
七

百
七
拾
石
九
斗
六
升
壱
合
八
勺
九
才
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
寛
永
元
年
御
上
様
二
上
り
申
御
帳
ひ
か
へ
の
写
に
て
御
座
候
」
と
あ
る
（
永
腎
文

一、一、一、〆へ－、グー、

４９４８４７４６４５４４
、－〆～グーグーグーグ、草〆

－５６－

庫
蔵
『

「
大
名
帳
」
（
『
大
日
本
租
税
志
』
）

（
団
）
松
下
志
朗
「
西
国
諸
藩
の
領
知

「
石
田
三
成
密
状
」
（
『
相
良
家
文
書
』

「
安
宅
秀
安
書
状
」
（
全
右
書
』
二
皿

「
相
良
頼
房
判
物
」
願
成
寺
文
書
（
『

相
良
領
の
郷
高
は
寛
永
十
一
年
十
二

肥
後
守
署
名
の
『
肥
後
国
郷
牒
』
元
禄

「
諸
郷
地
竃
万
納
物
寄
」
（
『
人
吉
藩
（

「
慶
長
九
年
九
月
九
州
肥
後
国
山
鹿
蔀
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